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Ⅰ．はじめに　














































一助となるための基礎資料とすることを目的とした。2018 年に A 県内男性訪問看護師を対象に無記名自記
式質問紙調査を 10 名に実施した。調査内容は、対象者の属性、Stamps らが開発し、尾崎らが日本版に改善
した看護職の職務満足度測定尺度を用いた。分析の結果以下のことが明らかになった。
























正版尺度 11）を用いた。この尺度は 7 因子から構成
され、「給料 9 項目」「職業的地位 8 項目」「医師・
看護婦（注意：原文のまま）間の関係 3 項目」「看
護管理 10 項目」「専門職としての自律 5 項目」「看
護業務 6 項目」「看護婦間相互の影響 7 項目」の全
48 項目である。尺度は 7 段階のリッカートスケー




























対象者の平均年齢 39.6 ± 8.4 歳、30 歳代が 6 人、
40 歳代が 3 人、60 歳代が 1 人であった。看護師平
均経験年数は 13.7 ± 9.5 年で、10 年未満が 3 人、
10 年から 14 年未満が 3 人、14 年以上が 4 人、最
高経験年数は 38 年であった。訪問看護師経験年数
は 1 年未満 3 人、1 年以上 4 年未満 4 人、4 年以上
は 3 人、最高経験年数は 12 年であった。
　職位では、管理者 5 名、スタッフナース 5 人で
あった。1 か月に訪問する利用者の平均利用者数













































の 2 群で比較した。平均年齢 39.6 歳であることか
ら年齢を、40 歳未満・40 歳以上の 2 群に分け比較
した。看護師経験年数を平均看護師経験年数が
100 人未満が 5 人、100 人以上が 2 人、最高訪問
数は 180 人であった。
　開設主体は、医療法人 2 人、協同組合 4 人、株
式会社 4 人であった。訪問看護ステーションでの
看護師数は、4 人から 5 人が、5 ステーション、7
人が 5 ステーションであった。ステーションでの
男性看護師数は、1 人配置が 6 か所のステーション、
同じステーションに 2 人配置が 1 か所のステーショ
ン、2 人の男性看護師が、同じ設置主体であるが、
別々のステーションに 1 人ずつの配置の 2 人で合
計 4 人であった。自覚的職場満足度は、全く満足
していない 0 人、満足していない 1 人、どちらと




177.7 ± 26.6 点（最小値 145 ～最大値 216）であっ
た。7 因子ごとの得点を示す。「給料」は 9 項目（54
点）で労働の報酬と働いていることによる福利厚生
を示している。得点平均は 30.2 ± 5.1 点（最小値
21 ～最大値 37）であった。「職業的地位」は 8 項
目（48 点）で知的職業、技術の有用性、さらに職
業上の地位に対する一般的感情を示している。得点
平均は 35.5 ± 7.5 点（最小値 22 ～最大値 44）で
あった。「医師と看護師間の関係」（以下、看護婦を
看護師とする）は 3 項目（18 点）で医師と看護師
の職業的関わりを示している。得点平均は 11.3 ±
3.1 点（最小値 5 ～最大値 15）であった。「看護管
理」は 10 項目 (60 点 ) で仕事の手順、人事の方針、
およびこれらの方針を決定するに当たってのスタッ
フの参加を示している。得点平均は34.5±5.4点（最
小値 27 ～最大値 42）であった。「専門職としての
自律」は 5 項目（30 点）で日常の看護活動で認め
られているか、それとも要求されている仕事に対す
る自律、主導権および拘束されない自由を示してい
る。得点平均は 18.1 ± 5.3 点（最小値 11 ～最大
値 26）であった。「看護業務」は 6 項目 (36 点 ) で
規則に沿って行わなければならない仕事、および患
者ケアや管理的仕事に課せられる仕事である。得点
平均は 16.5 ± 6.2 点（最小値 3 ～最大値 28）であっ
た。「看護師間相互の影響」は 7 項目 (42 点 ) で職
場での公式的あるいは非公式的な集団のふれ合いか
ら生まれる好ましい環境を示している。得点平均は















































































































未満と 4 年以上の 2 群で比較した。
　1 か月の利用者数を、平均利用者数の 72.6 人か
13.7 ± 9.5 年であることから 14 年未満と 14 年以
上の 2 群で比較した。訪問看護師経験年数を 4 年




職業的地位 30(22-44) 38(34-44) 0.310
医師と看護師間の関係 13(8-15) 11(5-14) 0.548
看護管理 38(27-42) 33(28-42) 0.841
専門職としての自律 18(11-26) 16(12-25) 0.841
看護業務 16(15-20) 15(3-20) 0.421
看護師間相互の影響 31(23-41) 32(18-42) 0.841
全項目 164(145-216) 170(160-213) 0.841
40歳未満(n=6) 40歳以上(n=4) ｐ値
267.0)43-12(5.13)73-42(13料給
職業的地位 37(22-44) 37(26-44) 1.000
医師と看護師間の関係 11(8-15) 12.5(5-14) 1.000
看護管理 31.5(27-42) 36(33-42) 0.257
専門職としての自律 18(12-26) 16(11-25) 0.610
看護業務 18(3-28) 15(15-18) 0.352
看護師間相互の影響 33(18-41) 29.5(27-42) 1.000
全項目 167.5(145-216) 167.5(164-213) 1.000
14年未満(n=6) 14年以上(n=4) ｐ値
253.0)43-12(82)73-62(23料給
職業的地位 40.5(22-44) 33(26-38) 0.257
医師と看護師間の関係 12.5(8-15) 11(5-13) 0.352
看護管理 35.5(28-42) 33.5(27-38) 0.610
専門職としての自律 21(12-26) 15.5(11-16) 0.67
看護業務 17.5(3-28) 15.5(15-18) 0.762
看護師間相互の影響 37.5(18-42) 27(23-32) 0.171
全項目 194(155-216) 164.5(145-170) 0.524
4年未満(n=7) 4年以上(n=3) ｐ値
715.0)73-12(53)43-42(13料給
職業的地位 38(22-44) 36(34-40) 1.000
医師と看護師間の関係 11(5-15) 12(11-14) 0.667
看護管理 34(27-42) 33(28-38) 0.667
専門職としての自律 18(11-26) 16(12-24) 0.667
看護業務 15(20-28) 20(15-28) 0.267
看護師間相互の影響 31(23-42) 32(18-35) 0.667
全項目 170(145-216) 165(160-214) 1.000
73人未満(n=5) 73人以上(n=5) ｐ値
給料 33(21-35) 31(24-37) 1.000
職業的地位 36(22-44) 38(30-44) 0.548
医師と看護師間の関係 13(8-15) 11(5-14) 0.222
看護管理 38(30-42) 33(27-42) 0.421
専門職としての自律 18(11-26) 16(12-25) 0.690
看護業務 15(15-28) 16(3-20) 0.841
看護師間相互の影響 32(27-41) 27(18-42) 0.548







ら 73 人未満と 73 人以上で比較した。 
属性別と 7 因子ごとの総合計の中央値では、看護
師経験年数で 14 年未満のほうが 194 点であり、























者の 7 因子で、40％台の得点率の因子が 1 因子か
ら 3 因子あるのが 9 人であった。7 因子とも 60％












































1 57.4 91.7 77.8 70.0 83.3 41.7 100.0 74.0
2 61.1 91.7 83.3 70.0 86.7 41.7 97.6 75.0
3 53.7 85.4 61.1 55.0 60.0 8.3 95.2 60.8
4 48.1 45.8 44.4 50.0 60.0 55.6 73.8 53.8
5 44.4 62.5 55.6 45.0 50.0 44.4 54.8 50.3
6 38.9 75.0 66.7 55.0 53.3 41.7 76.2 57.3
7 63.0 54.2 72.2 63.3 36.7 41.7 64.3 56.9
8 59.3 79.2 27.8 56.7 53.3 50.0 64.3 59.0
9 68.5 70.8 61.1 46.7 40.0 55.6 42.9 55.6
10 64.8 83.3 77.8 63.3 80.0 77.8 83.3 74.3





























1988 年から 2003 年までの「Stamps- 尾崎翻訳修
正版尺度」を使用した 96 文献の文献研究では、職
務満足度の報告で同じ尺度を使用し得点の記載が
あった文献は 9 件であったと述べられている 4）。
その対象は病院看護師であり、総得点は 144.2 ～


























































































































理者とスタッフナース）、年齢（40 歳未満と 40 歳
以上）、看護師経験年数（14 年未満と 14 年以上）、
訪問看護師経験年数（4 年未満と 4 年以上）1 か月




















































72.6 ± 48.6 人であり、一日の利用者数に換算する






























































7 因子のうち「給料」は 2 番目に満足度が低い。本
研究結果で興味深いのは、有意差が無かったとはい


















た。本研究の対象者 10 名のうち、2 名が同一のス
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